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本日のキーワード

• ダブルワーク

• ひとり親世帯

• リモートワーク・孤立、孤独・職場のつながり

• パワーハラスメント

•小規模事業場

•過労自殺

有識者会議委員から、ヒアリング先として産業衛生の観点から
職場のメンタルヘルスなどで求められていることについてその状況
や効果など把握したほうが良いのではないかとのご意見をもとに
したヒアリング

女性、非正規雇用、サービス業
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勤務問題を原因・動機とする自殺者の現状

令和3年版過労死等防止対策白書

職場のメンタルヘルスケア
は人権問題である

東京証券取引所 コーポレートガバナンスコード
【原則２－３．社会・環境問題をはじめとするサス
テナビリティを巡る課題】
補充原則
２－３① 取締役会は、気候変動などの地球環境
問題への配慮、人権の尊重、従業員の健康・
労働環境への配慮や公正・適切な処遇、取引先
との公正・適正な取引、自然災害等への危機管
理など、サステナビリティを巡る課題への対応は、
リスクの減少のみならず収益機会にもつながる重
要な経営課題であると認識し、中長期的な企業
価値の向上の観点から、これらの課題に積極的・
能動的に取り組むよう検討を深めるべきである。
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ダブルワーク：副業・兼業

一つの仕事では収入が賄えないから副業をしている

https://www.mhlw.go.jp/content/11201250/000660780.pdf副業・兼業に関する労働者調査
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ひとり親世帯

• 低い世帯収入
• 非正規雇用で、比較的高いスキルを求められない仕事
（販売、サービス、清掃等）
⇒産業保健サービスが届きにくい
• 心身の健康上、脆弱な親が多い

平成28年度全国ひとり親世帯等調査結果 5



小規模事業場

•経営体力が十分ないためにメンタルヘルス不調者を
職場で抱えることができない

• メンタルヘルスケアについては、事業者の意向が
大きく影響する、ガバナンスが不在

• 良悪の両面がある

•産業保健スタッフなどの健康管理に関するリソースが
不十分

•地域産業保健センターの活用
• 長時間労働者への医師による面接指導、高ストレス者に
対する面接指導

• 実効性の担保が難しい

•地域保健との連携
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職場の孤独（loneliness)・孤立(isolation)
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https://blog.vantagecircle.com/workplace-loneliness/

孤独の概念図
Lim MH et al. Soc Psychiatry Psychiatr Epidemiol. 2020 Jul;55(7):793-810. 

 職場でのつながりは、職場の安心、安全の基本である。
 労働者の孤立・孤独は、精神疾患や自殺などの発生に
影響し、また職務満足度やモチベーションの低下、ひい
ては労働者のウェルビーイングの低下に影響する。

 孤立・孤独の状態は労働者の離職や生産性の低下を
生みやすく、企業・組織にとってもマイナスである。

 労働者の孤立・孤独を防ぐことができるような包摂的な
職場環境を作ることが重要である。



パワーハラスメント

経済成長の停滞、グロー
バル化、高スピード化、
競争相手の増加、複雑
化、成果が出しにくく
なっている。

職場が荒れている

職場内のストレスが
高まる
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令和3年版過労死等防止対策白書



安心と安全

コロナ禍で、安心、安全な職場を作るために何ができるか、
一人一人の意識、行動の大切さについて一緒に考える
職場環境の醸成が大切。
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インターセクターアプローチ
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産業保健

人事労務

人材育成健康保険組合

組織開発

経営戦略

法務

経営者 労働者

求められるスキル、経験、知識の多様化、高度化

多職種連携が不可欠



働きやすい職場環境とは？

本

人

職

場

会

社

見えない同僚、上司のことを信用できますか？
感じているストレスのことを言語化することが出来ますか？
同僚、上司に助けを求められますか？
仕事上のスキルはどの程度ですか？
職場の人間関係・コミュニケーションは良好ですか？

職場環境（仕事の量、裁量度、残業時間 等）は良好ですか？
職場内のストレスの程度は良好ですか？
職場内のコミュニケーションは良好ですか？
職場内に「助け合う風土」はありますか？
管理職の「働き方に制約のある部下」への姿勢はどうですか？

会社の従業員の健康に対する意識はどうですか？
経営層は在宅勤務に対して前向きですか？
会社は、多様性のある職場風土に対して前向きですか？
 「働き方に制約のある従業員」に対しての施策はありますか？
労務管理の姿勢は性善説ですか？

産業保健職のサポート 11
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まとめと今後の課題

•健康・安全格差への対応

•自律的産業保健への対応

•学際的な研究の推進とエビデンスの創出

•複雑化・多様化する「労働」への対応

•産業医の量と質：質の適正な評価

•小規模事業場への産業保健サービスへの展開

•健康管理に関する民間のイノベーションの取り込み

セーフティネットとしての産業保健
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職場のメンタルヘルスの問題は個人の問題では
なく組織の問題
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